

























際会議（以下 CIAM）による 1933年のモスクワでの国際会議が立ち消えとなった 25年後
の 1958年に、世界建築家連合（以下 UIA）による国際会議がモスクワで開催された。UIA
は国際連合教育科学文化機関（以下 UNESCO）付属機関として 1948年に設立された国際
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住居建築を概観した後、第 3に 1958年にモスクワで開催された第 5回 UIA国際会議に関
するソ連建築界の見解を論じていく。この会議はソ連共産党中央委員会のプロジェクトと
して位置付けられていたため、会議終了後にその詳細およびソ連建築界への影響が報告さ


















員会と 1867年に創設された国際建築家常設委員会の 2団体を合併して UIAを創設するこ
とが正式に決定され、1948年 6月にローザンヌで第 1回の UIA会議が開催されることに























 こうしたかたちで UIA は設立されたが、この組織に対してソ連建築界はどのように関
わっていくのであろうか。UIA設立直前に話を戻して、ソ連建築界の動きを見ていこう。
1946 年に発表された第 4 次 5 カ年計画では「戦災を被った地区の復興、産業および経済
                                            
8 К 5 Конгрессу Международного Союза Архитекторов // Архитектура СССР. 1958. № 2. С. 55. 
9 CIAM設立前年の 1927年に開催されたヴァイセンホフ（ドイツ）のジートルング（集合住宅）
展や CIAM第 3回会議のテーマ「最小住宅」などはその好例であろう。 
 26 
を戦前の水準まで回復させ、のちにその水準をかなりの割合で上回ること」10が主要課題
として設定された。ソ連建築界でも 1947 年の時点で国家予算の投資額のうち約 1/3 が建
設事業に注がれ、そのうちの多くは、住宅建設に割り当てられていることがソ連建築家同
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13 Алабян Творческие задачи архитектуры. С. 3. 
























ロシア語と英語の 3 カ国語と決定したことを伝え、UIA 設立直前にパリで開催予定の会
合（1948年 1月開催）への参加をソ連側に求めている 22。このことを受けてアラビャンは
全連邦対外文化協会（以下 VOKS）理事長ヴラジーミル・ケメノフに宛てて、この会合へ
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とが約束されたと報告されている 25。また第 1 回 UIA 会議で扱われるテーマに「建築家
と建設の産業化」が含まれていた。これは、1947年のソ連建築家同盟理事会総会でアラビ
ャンが報告したソ連建築界で「なおざりになっている」と指摘された点である。この報告
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24 ジダーノフ批判はソ連共産党中央委員会書記を務めたアンドレイ・ジダーノフが主導した社会






носителей буржуазного космополитизма и эстетства в архитектурной науке и критике // Архитектура и 




た。ケメノフの VOKSでの活動は С. А. Фофанов Гринберг vs. Кеменов. Иррелевантность двух 
культур // Искусствознание. 2016. № 4. С. 170-173を参照。 
25 РГАЛИ, Ф. 674. Оп. 2, Д. 213, Л. 151. 
 29 
を受けて、1948 年 6 月 22 日の中央委員会政治局会合で第 1 回 UIA会議参加のためソ連
建築家同盟からバラーノフ、シュクヴァリコフ、ヴラーソフらの派遣が許可され 26、ソ連








2. 第 2次世界大戦前後から 1950年代半ばまでのソ連住宅建設事情  
 前章で取り上げた UIA 加盟目的のなかで、取得すべき「有益な資料や情報」としてソ
連建築界が掲げたのは、戦災からの建設復興事情に関連する建築と住居建築の産業化であ
ることが明らかとなった。1958年にモスクワで開催される第 5回 UIA会議におけるテー










部での人口がこの 20年間で 2倍近く増加している 27。こうした急激な人口増加への対策
として住宅建設が急ピッチに進められるが、インフラ整備の不十分さ、劣悪な住居の改善
                                            
26 РГАСПИ, Ф. 17. Оп. 3, Д. 1071, П. 84, Л. 21. アラビャンは第 1回 UIA会議直前にソ連建築アカデ
ミー総裁に就任することになり、その職務の関係上第 1回会議へ出席できず、ヴァゴから推薦され
た UIA副議長職就任を断わり、代わりにバラーノフを推薦している（РГАЛИ, Ф. 674. Оп. 2, Д. 313, 
Л. 42-42 об.）。 
27 Gregory D. Andrusz, Housing and Urban Development in the USSR (New York: State University of New 
York Press, 1984), p. 120. 
 30 
を求める通達が 1934 年のソ連人民委員会議決議によってなされている 28。この決議では
住宅の高さ（階数）、居住人数に応じた部屋の数、部屋の天井の高さ、壁の厚さなどが具
体的に指示され、電気や水道といった設備の設置を義務付けており、一定の住居タイプが
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31 過去の建築様式を自らの設計へ取り入れる手法を巡って、1933年刊行の『ソ連の建築』誌にお
いて初めて公で議論された（Творческая дискуссия Союза Советских Архитекторов // Архитектура 




 1942 年に建築批評家であり VOKS の建築部門秘書及び副代表を勤めていたダヴィッ
ド・アルキンがアメリカの建築家ハーベイ・ウィレット・コルベット 32へ宛てたソ連建築
界の現状報告書にある「ソ連における住居建築の工場方式発展の途」という項目では、被


























34 ГАРФ, Ф. 5283. Оп. 14, Ед. хр. 203, Л. 96. 
35 ГАРФ, Ф. 5283. Оп. 14, Ед. хр. 203, Л. 103. コルベットはこの書簡で、アメリカ側はこの見返りと
して、ソ連側から雑誌や新聞、会議などで発表された建築関連の論文や報告書、様々な建築プロジ
ェクトまたは建築物の設計書、写真、技術情報などの提供を求めており、ソ連の建築家や設計者の






















                                            
クのアイカーンスタジアムで行われた政治集会において、彼はドイツとの戦争で荒廃したソ連への
救援及び援助を訴え、アメリカとソ連の友好関係構築の必要性を唱えている（この演説内容は





る（ГАРФ, Ф. 5283. Оп. 14, Ед. хр. 203, Л. 13）。さらに、アメリカ建築家協会（American Institute of 
Architects）南カリフォルニア支部からソ連の建築家全員に対して戦災で荒廃した戦後復興に向け
た激励文が送られている（ГАРФ, Ф. 5283. Оп. 14, Ед. хр. 203, Л. 131）ことからも、ソ連建築界に同
情が寄せられていたことがわかる。そのことがソ連への支援及び援助への希求となって、アメリカ
側の友好的態度が形成されたと言えよう。 
36 この年の 7月に開催されたソ連建築アカデミー会合で、建設技術研究所所長（当時）の G.F. ク
ズネツォフはアメリカとソ連の低層階建築物を比較した報告を行い、アメリカにおける住宅建設の
コスト安、低層階住居に用いられている建築材料の生産性の高さを例示し、ソ連の建設産業も見習
うべきと述べている（ГАРФ, Ф. 5283. Оп. 21, Ед. хр. 31, Л. 1-22 об.）。一方で、住居建築全般に関し
て建築家のニコライ・ブィリンキンはイギリスとアメリカ、特にアメリカの建設水準の高さを見習
い、住宅の各タイプにおける標準型を学ぶべきだとしている（ГАРФ, Ф. 5283. Оп. 21, Ед. хр. 30, Л. 
79-82.）。 
37 ГАРФ, Ф. 5283. Оп. 21, Ед. хр. 23, Л. 69. 
38 ГАРФ, Ф. 5283. Оп. 21, Ед. хр. 23, Л. 70. 
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42 Постановлением Совета Министров СССР от 9 мая 1950 года № 1911 «О снижении стоимости 
строительства» 
















半ばよりソ連建築界の主流であった「古典建築遺産への着目（обращение к классическому 
архитектурному наследию）」45を踏襲しながらも、ファサードの壁面や窓、柱または軒先
などの装飾もしくは浮彫を抑えた外観が求められるようになった。建設作業のみならず、
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44 Там же, С. 6. 





指すと 1950 年から首都モスクワの主任建築家に就任したヴラーソフは説明する 47。ここ
では住居の各ブロック設計から、都市部で増加する高層建築物そのものの設計を規格化す
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49 Повседневно бороться за повышение качества и снижение стоимости строительства! // 
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には至っていなかった。第 5 回 UIA 会議は、そうした新たな住宅建設の産業化に踏み切
ろうとするソ連住宅建設の転換期に開催されたのである。 
 
3. 第 5回 UIA国際会議とソ連建築界におけるその影響 
 UIAの第 5回会議開催がモスクワで決定したのは、1955年 7月 11日から 16日にかけ







年 1月に、1957年の開催予定とした第 5回 UIA国際会議モスクワ開催に関してヴァゴか
らチェルヌィシェフに予め伝えられ 56、第 4回のハーグでの総会でモスクワ開催が提案さ
れるかたちで正式に開催決定となった。1956年 2月には第 5回 UIA国際会議準備のため
の事務局が設立され、UIA加盟の各国セクションにモスクワでの開催概要が通達されてい
る 57。しかし同年にソ連が軍事介入を行なったハンガリーでの動乱による国際情勢から、
当初予定していた 1957 年 7 月までに開催は難しく、1958 年に開催を延期する旨が 1957
年 1 月の UIA 執行委員会会合で通達されている 58。この延期によって再びソ連閣僚会議
で開催に関する審議が行われ、1957年 12月 3日付の決議によって 1958年 7月の開催が
                                            
52 Бескаркасный панельный дом // Архитектуры и строительство Москвы. 1955. № 11. С. 39-41. 
53 На Ⅱ пленум Правления Союза архитекторов СССР // Архитектура СССР. 1956. № 9. С. 46. 
54 РГАЛИ, Ф. 674. Оп. 3, Д. 1298, Л. 33 об. 
55 РГАЛИ, Ф. 674. Оп. 3, Д. 1331, Л. 189-192, 197-201. 
56 РГАЛИ, Ф. 674. Оп. 3, Д. 1331, Л. 188. 
57 РГАЛИ, Ф. 674. Оп. 3, Д. 1331, Л. 102-105. 
58 РГАЛИ, Ф. 674. Оп. 3, Д. 1403, Л. 18. 
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 1958年にモスクワで開催された第 5回 UIA国際会議は、様々な地域から建築家が集い
意見交換の場を提供し、国際親善を果たすものであった。一方で見てきたように、設立当
初からこの国際機関に対してソ連建築界は「有益な資料や情報を得る」という観点から関
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（«Архитектура СССР» 1944.  № 6.  С. 
28より抜粋） 
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Towards a new stage in the Soviet architectural world: the 5th International 
Conference of the International Union of Architects (UIA) in Moscow 
Yuya Suzuki 
 
In this paper, we aim to introduce the significance of the 5th International 
Conference of the International Union of Architects (UIA) in Moscow (1958) to 
the Soviet architectural world, in connection with the residential architecture of that 
period. The 5th UIA Conference in Moscow has been thoroughly investigated as an 
expression of Soviet architecture’s interest in modern architecture, which 
dominated international architectural trends, and as a new Soviet architectural trend 
However, new trends appeared in the field of residential architecture, which the 
Soviet government channelled great efforts into after the Second World War. In 
particular, we identify new trends in the development and use of architectural 
materials, as well as innovations in construction, design, and planning. The 
standardisation of design and planning was chosen as one of the topics of the 5th 
UIA Conference. Thus, first, we present an overview of housing constructions in 
Soviet architecture from before the Second World War up to the conference in 
Moscow. After describing the background, this paper discusses the report on the 5th 
Conference that the Soviet architects submitted to the Central Committee of the 
Communist Party. By analysing this material, we are able to show how the Soviet 
architectural world approached the 5th UIA Conference in Moscow.  
 
key words: International Union of Architects, Union of Soviet Architects, Cultural 
Exchange of Soviet Architects, Construction of Panel-method for Housing 
 
 
